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お父さんがんばって！ 愛国心は、郷土愛は地域を美化する事から！！！

地域清掃を始めませんか！

生長の家相愛会東京第一教区IT対策部/環境対策部発行
環境問題は多くの原因が複合
して中々簡単に解決する問題
では有りませんが、最近新し
い技術がどんどん発表され、
未来の我々の子孫に幽か乍ら
の光明が見えて参りました。
人間の愛情と、神から天下る
叡智で必ず解決出来る事なの
でしょう。
　　　相愛会環境対策編集部 平成18年7月1日発行.第62號

《東京第一教区》http://homepage3.nifty.com/souaikai-tokyo/
《現代は親子の会話が大切な時代。そして次に大切な事は親子で環境を語る事では無いでしょうか。》

エコちゃんの《かんきょうガイ
ド旅行/全国へ、世界へ！！》
《環境》
「今日は博士。」
「はい。今日は。」
「今週は身近なペットの話しか
らです。環境省は、捨てられた、
また迷って自治体が引き取る犬
猫を今後１０年間で半減したい
と云う基本指針をまとめたそう
です。」
「ちっと遅きに思われるが。大
事な事。」
「飼い主や業者に飼育方法を周
知徹底させ、安易に捨てペット
や動物虐待を無くしたいと云う
事です。近々意見を公募するそ
うです。」
「儂の家のタマは幸せ者じゃ。」
《環境》
「お馴染みの〝良い話〟です。」
「待ってました。」
「日本三景・天橋立から鳥取砂丘
までの海岸沿いを自転車旅行で、
清掃活動を企画の韓国・南ソウル
大の学生と鳥取大の関係者が２９
日、天橋立でスタートした。「海
でつながる日韓が一緒になって環
境を守ろう」と云う事です。」
「偉いね見上げたもんじゃ。」
「計画では、南ソウル大の安秉
杰（アン・ビョンコル）副教授
と知人の若良二・鳥取大国際交
流センター長らが企画。
日韓交流と環境問題
を考える南ソウル大
の学生8人を含む12人
が参加。
この日、天橋立南側を中心に約
１時間半、空き缶や空き瓶、ペ
ットボトル約３０キロ相当のご
みを拾った。
参加の楊秀永（ヤン・スヨン）
さん(24)「韓国以外で清掃活動す

ることで、今までに無い大きな
視点で環境問題を考えられた」
と語ったそうです。
一行は、京丹後市７月１日には
鳥取砂丘で清掃活動を行う予定
だそうです。」
「嬉しいね。環境問題で国境を
超えるね。」
《環境》「こんな若
い子達も居ます。
桜井市の関西中央高
校の生徒会と美化委員
文化・体育各クラブ部員ら約150人
が２８日、学校周辺と通学路、
ＪＡ・近鉄桜井駅頭でクリーン
キャンペーン行いました。」
「日本の子も頑張っとる。」
「生徒の皆さんは、各自ごみば
さみや、ごみ袋を手に、通学路
上、ごみや、空き缶、空きびん
などを回収しました。
中西健校長は「地域の人たちに
感謝の気持ちを込めて行った。
みんなで環境美化の心を高めて
ほしい」と語ったそうです。」
「良い話だ。」
《エネ》
「地球の裏側からです。」「ブ
ラジルが植物系エタノールの大

幅な増産を始めました。エタノ
ールはガソリンに近い燃料で、バ
イオ燃料市場で主導権を握る考え
らしく、エタノールと原料のサト
ウキビ生産を５年以内に倍増させ
、次世代の主力輸出産業として育
成する方針の様です。」
「当然だろうね。」
「植物性エタノールの生産では、
トウモロコシが原料の米国とサト
ウキビを原料のブラジルが市場の
９割を占め、米国が全量を国内消
費に対し、輸出はブラジルが主役

となっているそうです。」
「ブラジル経済急浮上だね。」
「化石燃料に頼る国も有るが、や
がて涸れる運命じゃ。」
《エネ》
「昨日（6／30）こんなニュースが
飛び込んで来ました。」
「ぎょっ（少し古か
ったか。）」
「《都庁に時速370
キロの電気自動車
「スーパー・エコ・カー」が登場。
石原都知事が試乗御満悦。》知事
が試乗の、慶応大学開発のエコ
・カー「エリーカ」はリチウムイ
オン電池使用8つのタイヤ内蔵のモ
ーターで、最時速370キロを可能。
排気ガスはゼロ。1キロあたり走行
費用も1円。
都知事：「非常に加速が早いで
すね。乗り心地は何に似てるかっ
ていったら、リニアモーターカー
だね。人間の将来を考えると、環境
ってことからとらえれば、画期的
なものだと思う。」
《電気自動車「エリーカ」
東京モーターショー出品》

「此れを追跡取材しました。」
　環境情報学部の清水浩教授中心
に開発された「エリーカ」が、10
月25日から幕張メッセで開催。東
京モーターショーに出品。
「エリーカ」2001年に発表の電気
自動車「KAZ」の後継機として開発
され、より実用性を重視したものと
なっています。開発には、義塾の
教員・研究スタッフ、企業約40社
に加えて多くの学生が参加してお
り、Mショーへの出品などプロモー
ション活動も主に学生が行う。」 ht
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